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はしがき 

 
 
 夏の卒論中間報告会で 4 年生の報告に難癖をつけていたら、翌日 2 年生から「社会学の

研究は難しいと感じました」というメールをもらった。確かに簡単ではない。われわれプ

ロの研究者にも簡単ではないのだから。 
 しかし、実際以上に難しく感じるのは、高校時代までにやってきた勉強と種類が違うか

らかもしれない。美術に喩えると、高校までの勉強は教室でお手本の下絵を写すようなも

のだったのである。一方、大学の研究では、写生会に出かけて、対象や構図や技法を自分

で決めて絵を描かなければならない。上手下手には個人差があるが、とにかくまず自分で

何をどう描くかを決めなければ研究は始まらない。 
 教室でお手本を写すのは苦手でも、写生会ではさっさと構図を決めて描き始める人もい

る。その逆の人もいるだろう。それと同じで、勉強能力と研究能力は全く別物なのである。

そう考えると、研究のほうが難しいというのは思い込みであることがわかる。研究には写

生会で座る場所を決める時のようなちょっとした勇気が必要だが、始めてしまえば教室で

下絵を写すよりずっと楽しい。 
 自分オリジナルの絵を描くには、対象だけでなく構図や技法も考える必要がある。その

際ヒントになるのは、他人の作品の構図や技法である。初心者は画家の絵を見て「ひまわ

りの絵だ」と思うだけだが、だんだん目が肥えてくると構図や技法の工夫もわかるように

なる。講義を聴いたり本を読んだりする際にも、話の内容だけでなく、講師や著者がどん

な構図や技法をとっているかに注目してほしい。 
 なお、写生会方式の教育で誰でも名画が描けるようになるほど世の中は甘くない。しか

し、お手本方式を続ける限り、オリジナルな名画が生まれる可能性は絶無である。一方、

写生会方式では、仮に名画は描けなくても、自力で絵を描く力は育つ。諸君が卒業後に求

められるのは、上手下手はともかく、自力で絵を描く力である。 
 
 

2011 年 4 月 21 日 
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